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黒
川
伊
織
著

『
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動

　
─
第
一
次
日
本
共
産
党
の
思
想
と
行
動
』

（
有
志
舎
・
二
〇
一
四
年
）

緒
　
形
　
　
康

　

黒
川
伊
織
の
『
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
』
に
は
、「
第
一
次
日
本
共

産
党
の
思
想
と
行
動
」
と
い
う
副
題
が
付
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一

次
日
本
共
産
党
と
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、「
一
九
二
一
年
四
月
に
結
成
さ

れ
二
四
年
四
月
頃
に
解
党
し
た
日
本
共
産
党
」（
三
頁
）
を
指
し
て
い
る
。

だ
が
、
草
創
時
日
本
共
産
党
の
研
究
史
を
知
る
者
に
は
明
ら
か
な
よ
う
に
、

著
者
に
よ
る
わ
ず
か
数
十
字
の
説
明
が
す
で
に
十
分
に
ポ
レ
ミ
ー
ク
な
内

容
を
含
ん
で
い
る
。
犬
丸
義
一
『
第
一
次
共
産
党
史
の
研
究
』（
一
九
九

三
年
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
共
産
党
の
創
設
は
二
二
年
七
月
一
五
日
で
あ
る
。

ま
た
、
解
党
を
決
定
し
た
森
ケ
崎
会
議
は
「
二
四
年
二
月
下
旬
以
降
三
月

上
旬
」
に
開
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
本
書
は
、
旧
ソ
連
Ｍ
Ｌ
研
究
所
ア
ル

ヒ
ー
フ
所
蔵
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
」
中
の
「
日
本
共
産
党
フ
ァ
イ
ル
」

所
収
史
料
を
手
掛
か
り
に
、
第
一
次
日
本
共
産
党
に
関
す
る
こ
う
し
た
こ

れ
ま
で
の
懸
案
事
項
の
多
く
を
解
決
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
政
党
の
思
想

と
行
動
が
、
何
よ
り
も
一
九
二
〇
年
代
帝
国
日
本
に
お
け
る
国
境
を
越
え

た
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
の
共
産
主
義
者
に
よ
る
東
洋
革
命
の
遂
行
と
い
う

理
念
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
、
運
動
史
と
思
想
史
を
架
橋
し
よ

う
と
し
た
注
目
す
べ
き
書
物
で
あ
る
。

　
「
運
動
史
」
と
い
う
本
書
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な

回
顧
が
必
要
で
あ
る
。
運
動
史
と
は
元
来
、
党
の
関
係
者
が
党
史
の
執
筆

を
中
心
と
し
た
学
問
的
研
究
を
行
う
際
に
依
拠
し
た
方
法
論
を
指
す
も
の

だ
っ
た
。
著
者
が
終
章
で
概
観
す
る
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
の
日
本
共
産

党
第
六
回
全
国
協
議
会
は
、
党
内
所
感
派
（
主
流
派
）
が
国
際
的
な
裁
定

に
よ
っ
て
国
際
派
を
抑
え
る
こ
と
で
党
内
分
裂
を
回
避
し
た
。
だ
が
同
時

に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
国
一
党
主
義
に
従
い
、
帝
国
日
本
の
植
民
地
で

あ
る
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
の
う
ち
、
日
本
に
在
留
す
る
人
々
を
日
本
共
産

党
朝
鮮
人
部
（
後
の
民
族
対
策
部
）
の
元
に
置
い
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
あ

り
方
を
大
幅
に
改
め
、
彼
ら
を
祖
国
の
党
の
指
導
下
へ
と
移
し
、
在
日
本

朝
鮮
人
総
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
だ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら
続
い
た
共
産
主
義
運
動
の
東
ア
ジ
ア
規
模
で
の
連

携
は
、
こ
れ
を
契
機
に
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
二
八
五
〜
二
八
七
頁
）。

運
動
史
と
は
、
こ
う
し
た
党
の
政
策
転
換
に
批
判
的
な
人
々
が
、
そ
れ
ま

で
の
運
動
経
験
を
再
検
証
す
る
た
め
に
進
め
て
き
た
学
問
的
営
為
で
あ
る
。

信
夫
清
三
郎
の
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
』
全
三
巻
（
一
九
五
四
ー
五
九

年
）
は
、
こ
の
時
期
の
重
要
な
学
問
的
成
果
で
あ
り
、
本
書
で
も
考
察
の

出
発
点
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
社
会
運
動
に
関
す
る
研
究
班
が
組
織
さ

れ
た
一
九
六
六
年
以
後
、
運
動
史
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
も
一
定
の

市
民
権
を
得
た
。
折
か
ら
の
学
園
闘
争
や
過
激
派
に
よ
る
ス
パ
イ
・
リ
ン

チ
事
件
は
、
一
般
民
衆
の
関
心
を
、
党
や
そ
れ
に
関
連
し
た
政
治
集
団
の
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思
想
と
行
動
へ
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
向
か
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
立
花

隆
『
日
本
共
産
党
の
研
究
』
を
始
め
と
す
る
、
党
関
係
者
以
外
の
執
筆
者

に
よ
る
独
自
の
視
点
か
ら
す
る
運
動
史
の
叙
述
が
現
れ
た
の
も
こ
の
時
期

で
あ
る
。
七
七
年
に
、
党
を
除
名
さ
れ
た
活
動
家
や
研
究
者
が
、
共
同
で

運
動
史
を
検
討
す
る
「
運
動
史
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ

う
し
た
社
会
情
勢
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、

そ
れ
に
続
く
東
欧
民
主
革
命
の
結
果
、
共
産
主
義
は
思
想
に
お
い
て
も
運

動
に
お
い
て
も
破
産
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
史
研
究
は
こ
れ
以

後
、
か
え
っ
て
実
証
研
究
の
領
域
に
お
い
て
新
し
い
研
究
の
可
能
性
を
獲

得
す
る
に
い
た
る
。
旧
ソ
連
Ｍ
Ｌ
研
究
所
所
蔵
の
大
量
の
機
密
文
書
が
公

開
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
史
が
築
き
上
げ
て
き
た
諸
成
果
に
つ
い
て
根

本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
共
産

党
の
最
高
指
導
者
、
野
坂
参
三
の
二
重
ス
パ
イ
疑
惑
、
除
名
問
題
に
始
ま

り
、
松
本
清
張
『
日
本
の
黒
い
霧
』
文
庫
版
に
異
例
の
「
断
り
書
き
」
を

入
れ
る
こ
と
で
決
着
し
た
伊
藤
律
特
高
警
察
ス
パ
イ
説
の
撤
回
に
至
る
ま

で
、
党
史
を
巡
る
通
説
の
見
直
し
と
真
相
究
明
が
相
次
い
で
な
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
運
動
史
の
実
証
研
究
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

以
前
も
、
一
部
の
研
究
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
た
。
松
尾
尊
兊
『
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
一
九
七
四
年
）、
岩
村
登
志
夫
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と

日
本
共
産
党
の
成
立
』（
一
九
七
七
年
）、
同
『
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
労
働

者
階
級
』（
一
九
七
八
年
）、
松
尾
尊
兊
『
普
通
選
挙
制
度
成
立
史
の
研
究
』

（
一
九
八
九
年
）、
犬
丸
義
一
『
第
一
次
共
産
党
の
研
究
』（
一
九
九
三
年
）

な
ど
は
そ
う
し
た
成
果
で
あ
り
、
本
書
で
も
随
所
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
共
産
主
義
崩
壊
後
の
実
証
的
な
運
動
史
研
究
の
最
も
優
れ
た
牽
引

者
が
加
藤
哲
郎
、
山
内
昭
人
の
二
氏
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

加
藤
哲
郎
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
中
心
と
し
た
社
会
主
義
史
・
共
産
主

義
史
を
主
要
な
研
究
領
域
と
し
て
き
た
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
の
浩
瀚

な
収
集
と
精
緻
な
読
解
を
通
じ
て
、
日
本
共
産
党
の
運
動
史
に
つ
い
て
も
、

数
々
の
根
源
的
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
山
内
昭
人
は
、
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
世
界
共
産
主
義
運
動
の
組
織
化
を
、
モ
ス
ク
ワ
を
起

点
に
し
た
「
西
回
り
」
と
「
東
回
り
」
の
ル
ー
ト
か
ら
探
求
し
、「
西
回

り
」
に
お
い
て
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
サ
ブ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
お
け
る
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
イ
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
在
米
日
本
人
社
会
主
義
団
を
取
り
上
げ
、「
東
回
り
」
に
お
い
て

は
、
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
極
東
共
和
国
を
取

り
上
げ
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
（
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
）
の
共
産
主
義
運
動

の
発
展
と
深
化
の
様
相
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
研
究
は
一
九

二
〇
年
代
初
期
ま
で
の
追
跡
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後
を
カ
バ
ー
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
読
者
に
対
し
て
運
動
史
に
関
す
る
限
り
な
く
豊
か
な
可
能

性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
が
本
書
に
お
い
て
受
け
継
ご
う
と
し
て
い
る
運
動
史
の
研
究
蓄
積

は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
、
共
産
主
義
運
動
の
盛
衰

に
伴
い
、
内
的
な
変
貌
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者

の
関
心
は
、
た
ん
に
そ
う
し
た
運
動
史
を
継
承
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
も
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の
で
は
な
い
。
そ
の
野
心
は
、
こ
の
運
動
史
を
思
想
史
と
架
橋
す
る
こ
と

に
あ
る
。

本
書
が
試
み
る
の
は
、
思
想
史
と
運
動
史
の
交
点
に
立
っ
て
、
同
時

代
の
思
想
空
間
に
開
か
れ
た
か
た
ち
で
運
動
史
を
叙
述
す
る
と
と
も

に
、
当
該
期
の
運
動
史
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
か
た
ち
で
思
想
史
を
叙

述
す
る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
二
つ
の
側

面
の
統
合
さ
れ
た
思
想
・
運
動
史
を
叙
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
五

頁
）

　

で
は
、
こ
こ
に
披
瀝
さ
れ
た
よ
う
な
著
者
の
方
法
論
は
、
本
書
に
お
い

て
所
期
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
書
で

の
思
想
史
の
探
求
は
、
運
動
史
の
叙
述
に
比
べ
て
著
し
く
見
劣
り
が
す
る

と
い
う
印
象
を
否
め
な
い
。
そ
れ
は
、
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
「
運
動
史

の
研
究
者
に
は
も
っ
と
細
か
く
調
べ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
印
象
を

与
え
る
一
方
、
思
想
史
の
研
究
者
に
は
テ
キ
ス
ト
を
テ
キ
ス
ト
外
の
コ
ン

テ
キ
ス
ト
に
還
元
し
す
ぎ
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
」（
五
頁
）
た

め
で
は
な
い
。
著
者
が
参
照
し
た
運
動
史
の
研
究
蓄
積
に
比
べ
て
、
当
該

テ
ー
マ
の
思
想
史
に
関
す
る
過
去
の
研
究
動
向
の
検
討
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
、
そ
れ
は
起
因
し
て
い
る
。

　

著
者
が
本
書
に
お
い
て
参
照
す
る
思
想
史
関
係
の
主
な
書
物
は
、
米
谷

匡
史
『
ア
ジ
ア
／
日
本
』（
二
〇
〇
六
年
）、『
岩
波
講
座 

帝
国
日
本
の
学

知
』（
二
〇
〇
六
年
）
の
二
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
本

の
共
産
主
義
運
動
を
思
想
的
に
探
求
す
る
上
で
絶
対
に
逸
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
の
は
、
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
共
同
研
究 

転
向
』
上
中
下
全

三
巻
（
一
九
五
九
―
六
二
年
）
に
他
な
ら
な
い
。
著
者
は
、『
共
同
研
究 

転

向
』
の
考
察
対
象
が
昭
和
八
年
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
も
っ
て
第
一
次
共
産

党
と
は
無
縁
の
書
物
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
書
の
「
第
一

篇 

戦
前
」「
第
二
章 

急
進
主
義
者
」
こ
そ
は
、
運
動
史
で
は
な
く
思
想

史
の
立
場
に
立
つ
人
々
が
行
っ
た
初
め
て
の
初
期
共
産
主
義
運
動
（
第
一

次
共
産
党
を
含
む
）
の
総
体
的
な
検
討
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
の
刊
行
を

契
機
に
、
二
〇
世
紀
前
半
の
共
産
主
義
運
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
、

思
想
史
の
場
面
か
ら
す
る
持
続
的
な
考
察
が
開
始
さ
れ
た
。
竹
内
好
、
丸

山
真
男
、
吉
本
隆
明
、
藤
田
省
三
、
加
藤
周
一
、
橋
川
文
三
、
久
野
収
と

い
っ
た
人
々
が
、『
共
同
研
究 

転
向
』
が
切
り
開
い
た
地
平
を
さ
ら
に
深

く
追
求
し
て
い
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
は
、
関
曠
野
、
坂
野
潤
治
、

山
室
信
一
、
三
谷
太
一
郎
、
酒
井
哲
哉
な
ど
が
新
た
な
視
点
か
ら
帝
国
日

本
と
東
ア
ジ
ア
の
諸
問
題
を
探
求
し
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

著
者
は
、
運
動
史
の
文
脈
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
よ
り
八
九
〜
九
一
年

の
冷
戦
終
結
に
至
る
時
代
を
「
短
い
二
〇
世
紀
」
と
特
徴
づ
け
る
。
そ
し

て
、
こ
の
「
短
い
二
〇
世
紀
」
の
前
半
、
す
な
わ
ち
五
五
年
ま
で
の
時
期

に
お
い
て
、
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
連
帯
が
一
部
分
実
現
し
、「
日
本
人
と

朝
鮮
人
が
連
動
せ
し
め
ら
れ
〈
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
〉
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
最
初
の
局
面
」（
二
八
七
頁
）
が
持
続
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
思
想
史
的
に
見
て
本
当
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
「
短
い
二
〇
世
紀
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
と
Ｉ
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
間
で
六
〇
年
前
に
交
わ
さ
れ
た
、
初
期

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
史
を
国
家
理
性
と
革
命
的
浪
漫
主
義
の
い
ず
れ
を
主
軸
と
し
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て
記
述
す
る
か
を
巡
る
論
争
に
直
結
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関

し
て
、
私
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
史
を
国
家
理
性
に
基
づ
い
て
論
じ
た
カ
ー
の
見

解
を
支
持
す
る
者
で
あ
る
。
彼
が
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
第
一
巻
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
ネ
ッ
プ
反
対
派
を
粛
清
す
る
た
め
に
第
一
一
回
ロ
シ

ア
共
産
党
（
ボ
）
大
会
が
統
制
委
員
会
を
設
置
し
た
（
一
年
後
に
は
国
家
保

安
局〈
ゲ
ー
ペ
ー
ウ
ー
〉を
増
設
）
一
九
二
二
年
五
月
以
来
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
へ
の
従
属
的
な
関
係
は
強
化
さ
れ
た
。
世
界
革

命
党
の
革
命
的
浪
漫
主
義
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
の
国
家
理
性
に
よ

っ
て
厳
重
に
管
理
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
共
産
党
と
日
本
共

産
党
の
創
建
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
も
、
ロ

シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
極
東
州
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
分
局
が
二
〇

年
四
月
に
中
国
へ
と
派
遣
し
た
党
員
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、〈
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
〉
と
は
、「
帝
国
日
本
」
に
対
抗

す
る
と
同
時
に
、
英
米
の
帝
国
主
義
の
み
な
ら
ず
、「
非
公
式
の
帝
国
」

（
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
帝
国
）
に
対
抗
す
る
運
動
で
も
あ
る
の
だ
。

　

一
九
二
〇
年
代
の
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
連
帯
は
、
著
者
の
第
四
章
に
お

け
る
整
理
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
共
産
党
が
、
コ
ス
モ
俱
楽
部
の
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
リ
ズ
ム
か
ら
決
別
し
、
黒
友
会
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
分
離
し
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
が
コ
ル
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
お
い
て
分
派
活
動
を
禁
止
し
た
と
こ
ろ

に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
介
入
を
前
提
に
し
た
出
会

い
と
い
う
両
者
の
関
係
性
（
一
四
八
頁
）
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ロ
シ
ア

共
産
党
（
ボ
）
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
「
帝
国
主
義
の
か
も
し
出
す
毒
素

と
し
て
の
大
国
意
識
」（
松
尾
尊
兊
）
を
表
象
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
竹

内
好
が
「
近
代
の
超
克
」
を
書
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
大
国
意
識
を
解
体

し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
だ
っ
た
。
し
か
し
、
竹
内
が
こ
れ
を
書
い
た
の

は
〈
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
〉
が
消
滅
し
た
と
さ
れ
る
年
か
ら
四
年
後

（
一
九
五
九
年
）
で
あ
る
。
な
ら
ば
、「
近
代
の
超
克
」
は
、
著
者
の
文
脈

の
ど
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
著
者
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
日
本
人
が
天
皇
を
憎
悪
や

復
讐
の
対
象
と
し
て
表
象
し
始
め
た
証
左
に
、
中
野
重
治
の
「
雨
の
降
る

品
川
駅
」（
一
九
二
九
年
二
月
）
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
詩
は
、
朝
鮮
人
を

故
国
へ
と
逐
い
払
う
「
髭　

眼
鏡　

猫
背
の
彼
」
に
対
し
て
、
逐
わ
れ

ゆ
く
朝
鮮
人
が
東
京
に
舞
い
戻
り
、
復
讐
を
遂
げ
る
様
を
よ
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
著
者
は
、
中
野
が
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
を
形
象
化
し
た
理
由

が
、「
日
本
の
共
産
主
義
者
の
側
に
お
け
る
君
主
制
理
解
の
理
論
的
深
化

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
国
家
権
力
の
側
に
お
け
る
抑
圧
の
仕
方
の
変

容
」（
二
八
四
頁
）
に
あ
る
と
主
張
し
、
共
産
党
員
の
大
規
模
検
挙
が
行

わ
れ
た
二
八
年
三
月
一
五
日
と
二
九
年
四
月
一
六
日
の
狭
間
で
、
こ
の
詩

が
書
か
れ
た
こ
と
を
、
そ
う
し
た
判
断
の
根
拠
に
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
別
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
中
野
重
治
が
研
究
に
値
す
る
の

は
、
現
実
の
事
件
に
対
す
る
彼
の
鋭
敏
な
対
応
の
仕
方
の
た
め
で
は
な
く
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
進
行
し
て
い
た
現
実
を
う
ま
く
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
と
い

う
彼
特
有
の
感
受
性
の
故
で
あ
る
と
言
う
。

大
体
か
ら
い
う
と
、
第
二
『
文
学
界
』
や
『
日
本
浪
曼
派
』
な
ど
が

何
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
こ
ん
に
ち
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
わ
た
し
が
そ
う
考
え
る
。
わ
た
し
の
知
る
限
り
、
第
二
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『
文
学
界
』
や
『
日
本
浪
曼
派
』
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
そ
れ
が
何
を

し
た
か
と
い
う
こ
と
は
一
お
う
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
し

て
、
な
ぜ
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。（
こ
れ
は
し
か
し
、
か
れ
ら
が
『
何
を
し
た
か
』
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。）

　

こ
れ
は
橋
川
文
三
が
『
日
本
浪
曼
派
批
判
序
説
』（
一
九
六
〇
年
）
の

「
問
題
の
提
起
」
で
紹
介
し
た
中
野
重
治
の
文
章
（『
近
代
日
本
文
学
講
座
』

Ⅸ
）
の
一
節
で
あ
る
。
橋
川
は
、
こ
の
中
野
の
発
言
を
、
折
口
信
夫
を
剽

窃
し
参
謀
本
部
の
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
と
い
う
告
発
に
よ
っ
て
保
田
與
重
郎

を
全
面
否
定
し
た
杉
浦
明
平
の
見
解
と
対
置
し
て
い
る
。「
運
動
史
」
か

ら
見
た
保
田
與
重
郎
や
日
本
浪
曼
派
の
功
罪
は
、
杉
浦
の
言
う
通
り
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
中
野
は
、
こ
う
し
た
「
運
動
史
」
か
ら
見
た

発
言
に
は
明
ら
か
に
与
し
な
か
っ
た
。
中
野
が
「
三
・
一
五
」
と
「
四
・

一
六
」
の
狭
間
で
震
撼
し
、
そ
の
天
皇
観
を
改
め
た
と
い
う
見
方
は
、
第

二
『
文
学
界
』
や
『
日
本
浪
曼
派
』
に
対
す
る
彼
の
考
え
を
見
る
限
り
、

再
考
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
野
重
治
の
例
は
、
運
動
史
と
反
転
す
る
場
面
で
し
か
思
想
史
が
成
立

し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
強
調

せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
運
動
史
と
思
想
史
の
統
合
を
目
指
す
本
書
が
、

著
者
の
本
来
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
そ
う
し
た
思
想
史
と
運
動
史
の
反
転

の
現
場
を
見
事
に
捉
え
た
記
述
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
幾
つ
か
の

実
証
研
究
の
成
果
に
即
し
て
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

日
本
共
産
党
の
「
党
史
」
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
法
廷
闘
争
に
お
い
て

官
憲
側
と
獄
中
被
告
側
と
の
あ
る
種
共
犯
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
駆
け
引

き
の
中
で
作
ら
れ
た
「
神
話
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
暴
い
た
の
は
、
加
藤

哲
郎
「
一
九
二
二
年
九
月
の
日
本
共
産
党
綱
領 

（上） 

（下） 

」（
一
九
九
八
年
）
で

あ
っ
た
。
加
藤
に
よ
れ
ば
、
獄
中
の
徳
田
球
一
は
、
水
野
成
夫
や
是
枝
恭

二
ら
「
解
党
派
」
の
予
審
調
書
を
示
さ
れ
る
に
及
び
、
そ
れ
ま
で
の
徹
底

黙
秘
を
翻
し
、
党
が
草
創
期
か
ら
一
貫
し
て
「
君
主
制
の
廃
止
」
を
政
治

目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
、
党
史
に
関
す
る

数
々
の
政
治
的
な
創
作
を
行
っ
た
。
そ
の
政
治
的
創
作
の
最
大
の
も
の
が
、

「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
と
呼
ば
れ
る
「
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
」
を
巡
る
言

説
で
あ
っ
た
。
徳
田
が
作
り
上
げ
た
「
党
史
」
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
「
二

二
年
テ
ー
ゼ
」
は
、
二
二
年
九
月
開
催
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
に

お
い
て
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
起
草
し
、
高
瀬
清
が
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
徳
田
は
、
こ
の
「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
の
「
君
主

制
廃
止
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
二
二
年
一
月
開
催
の
極
東
諸
民
族
大
会
で

採
択
さ
れ
た
綱
領
的
文
書
「
日
本
に
お
け
る
共
産
主
義
者
の
任
務
」
の
方

針
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
天
皇
制
反
対
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
日
本
共
産
党
が
掲
げ
た
始
ま
り
を
、
二
二
年
初
頭
に
ま
で
遡

ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、「
日
本
に
お
け
る
共
産
主
義
者
の
任
務
」
が
述
べ
る
の
は

「
政
治
制
度
の
完
全
な
民
主
化
」
で
あ
っ
て
、「
君
主
制
の
廃
止
」
で
は
な

い
。
山
内
昭
人
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
片
山
潜
や
田
口
運
蔵
の
意

見
を
退
け
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
樹
立
と
い
う
最
終
目
的
を
現
時
点
で

は
唱
え
な
い
と
い
う
サ
フ
ァ
ロ
フ
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で
、
む
し
ろ
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日
本
側
の
最
初
の
構
想
の
方
が
よ
り
革
命
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（『
初

期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
在
外
日
本
人
社
会
主
義
者
』
二
〇
〇
九
年
、
一
七
二
―
一

七
六
頁
）。

　
「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
確
認
で
き
る
初
出
は
、
一
九
二
四
年
の
『
共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
綱
領
問
題
資
料
集
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
二
二
年
に
ブ

ハ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
は
皆
無
な
の
で
あ

る
。

　

当
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
で
、
当
該
テ
ー
ゼ
の

日
本
関
連
部
分
の
起
草
に
自
分
が
参
加
し
た
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
加
藤
は
、「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
と
は
、
ブ
ハ
ー

リ
ン
起
草
の
世
界
綱
領
草
案
と
、
英
文
メ
モ
風
の
簡
単
な
四
段
構
成
の
指

令
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
そ
し
て
、「
君
主
制
廃
止
」
と
い
う
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
指
令
を
真
に
反
映
す
る
文
書
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
東

方
部
起
草
に
な
る
「
震
災
後
の
日
本
共
産
党
の
戦
術
に
つ
い
て
の
テ
ー

ゼ
」（
二
三
年
一
一
月
五
日
）
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
関

東
大
震
災
の
打
撃
の
後
、
党
は
よ
う
や
く
合
法
無
産
政
党
の
組
織
化
へ
と

舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
矢
先
に
示
さ
れ
た
こ
の
極
左
的
指
令
を

前
に
、
党
は
混
乱
に
陥
り
、
二
四
年
初
頭
の
解
党
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
加
藤
の
仮
説
で
あ
っ
た
。

　

著
者
は
、
加
藤
が
示
し
た
以
上
の
仮
説
を
覆
す
に
足
る
重
要
な
史
料
を

提
示
し
た
。
ま
ず
、
特
筆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
長
ら
く
そ
の
現

物
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
を
著
者
が
つ
い
に
探
し

当
て
た
こ
と
で
あ
る
（
発
見
自
体
は
二
〇
〇
八
年
）。
そ
れ
は
、「
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
文
書
」
に
お
け
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
関
係
文
書
内
の
仏

語
版
「
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
」
で
あ
り
、
各
国
共
産
党
に
共
通
す
る
一

般
綱
領
部
分
（
全
六
章
）
と
各
国
共
産
党
に
固
有
の
問
題
に
対
応
す
る
民

族
綱
領
部
分
（
全
二
章
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
民
族
綱
領
部
分
に
は
、
確
か
に
「
過
渡
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
と
し

て
、「
ミ
カ
ド
の
政
府
の
打
倒
」
と
「
君
主
制
の
廃
止
」
が
謳
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
加
藤
の
仮
説
の
う
ち
、「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
は
二
二
年
に

ブ
ハ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
は
崩
れ

た
。
だ
が
、
日
本
共
産
党
の
側
が
「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
の
述
べ
る
よ
う
な

「
君
主
制
の
廃
止
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
に
即
座
に
賛
同

し
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
加
藤
は
、
二
二
年
九

月
、
第
一
次
共
産
党
が
独
自
に
資
本
主
義
レ
ジ
ー
ム
の
打
倒
（
天
皇
制
の

打
倒
で
は
な
い
）
を
骨
子
と
す
る
綱
領
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
に

送
付
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
審
議
に
は
付
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
突
き
止
め
て
い
る
。

　

著
者
は
本
書
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
が
「
君
主
制
の
廃
止
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
副
次
的
な
要
求
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
新

た
な
史
料
を
提
示
し
た
。
佐
野
学
が
起
草
し
た
と
さ
れ
る
一
九
二
四
年
二

月
の
「
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
」
で
あ
る
。
こ
の
草
案
作
成
の
母
体
と
な

っ
た
の
は
、
二
三
年
三
月
開
催
の
石
神
井
臨
時
党
大
会
に
て
審
議
未
了
と

な
っ
た
綱
領
作
成
を
継
続
審
議
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
、
佐
野
学
を
委
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員
長
と
す
る
綱
領
委
員
会
で
あ
っ
た
。
第
一
次
共
産
党
検
挙
事
件
（
二
三

年
六
月
）
後
、
同
委
員
会
の
作
業
は
、
検
挙
を
逃
れ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
て
設
立
さ
れ
た
在
外
ビ
ュ
ー
ロ
ー
構
成
員
（
佐
野
学
、
近
藤
栄
蔵
、
高

津
正
道
、
荒
畑
寒
村
）
に
引
き
継
が
れ
た
。
著
者
が
発
見
し
た
「
二
四
年

二
月
綱
領
草
案
」
は
、
君
主
制
の
廃
止
は
党
の
過
渡
的
な
手
段
に
す
ぎ
ず
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
打
倒
こ
そ
最
優
先
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う
、
極

東
諸
民
族
大
会
以
来
の
主
張
を
も
う
一
度
述
べ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
第
一
次
共
産
党
が
最
後
に
自
ら
の
政
治
目
標
と
し
て
提
出
し
た

「
二
四
年
二
月
綱
領
草
案
」
は
、
関
東
大
震
災
後
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行

委
員
会
東
方
部
副
部
長
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
起
草
し
た
「
震
災
後
に
お

け
る
日
本
共
産
党
の
戦
術
に
つ
い
て
の
テ
ー
ゼ
」
を
強
く
意
識
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
加
藤
哲
郎
は
、
同
テ
ー
ゼ
こ

そ
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
初
め
て
日
本
共
産
党
に
提
示
し
た
「
君
主
制
の

打
倒
」
指
令
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
の
だ
が
、
著
者
に

よ
れ
ば
、
こ
の
テ
ー
ゼ
が
示
し
て
い
る
の
は
、「
君
主
制
の
打
倒
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
以
上
に
、「
戦
後
恐
慌
さ
ら
に
は
関
東
大
震
災
が
日
本
資

本
主
義
の
英
米
資
本
へ
の
従
属
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る
」
と
い
う
見
解
に

立
っ
た
「
日
本
資
本
主
義
急
速
没
落
論
」
と
い
う
終
末
論
的
な
戦
略
方
針

で
あ
っ
た
（
一
〇
二
頁
）。
そ
れ
は
、
著
者
が
指
摘
す
る
通
り
、
日
本
の

実
情
を
無
視
し
た
理
不
尽
な
政
策
強
要
だ
っ
た
。

　

日
本
の
党
中
央
委
員
会
は
窮
地
に
陥
っ
た
。
著
者
が
発
掘
し
た
別
の
注

目
す
べ
き
史
料
に
よ
れ
ば
、
二
三
年
一
一
月
の
第
三
回
党
大
会
に
お
い
て

執
行
委
員
長
に
就
任
し
た
饟
平
名
智
太
郎
は
、
二
四
年
二
月
に
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
赴
き
、
中
央
委
員
会
を
代
表
し
て
在
外
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
廃
止
を

建
議
す
る
。「
本
国
の
党
に
時
宜
を
得
た
適
切
な
指
令
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
ず
」、「
日
本
の
党
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
以
外
の
指
導
機
関
を
持
つ
こ
と

は
合
理
的
で
は
な
い
」（
二
五
二
頁
）
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
だ
っ
た
。

モ
ス
ク
ワ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
東
方
部
の
責
任
者
で
あ
る
ヴ
ォ

イ
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
饟
平
名
の
提
案
を
了
承
し
、
在
外
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
解

散
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
は
こ
の
と
き
、
饟
平
名
は
「
合
法
無
産
政
党
結
成
」
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
も
同
時
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
報
告
し
て
い
る
。
来
た
る
べ
き
合
法
無
産

政
党
は
、
二
四
年
五
月
の
総
選
挙
の
直
前
に
、
そ
の
結
党
を
告
知
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
、
と
。
饟
平
名
は
、
そ
の
よ
う
に
今
後
の
見
通
し
を
述
べ
た
の

だ
が
、
図
ら
ず
も
、
こ
れ
が
第
一
次
共
産
党
の
白
鳥
の
歌
と
な
っ
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
第
一
次
共
産
党
は
、「
君
主
制
の
打
破
」
を
命

じ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
令
に
た
だ
の
一
度
も
屈
服
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

因
み
に
、
森
ケ
崎
会
議
と
こ
れ
ま
で
呼
ば
れ
て
き
た
解
党
会
議
は
、
二
四

年
四
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
模
様
で
、
解
党
を
決
議
す
る
特
別
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、

堺
利
彦
、
山
川
均
、
荒
畑
寒
村
、
野
坂
参
三
、
市
川
正
一
、
佐
野
文
夫
、

北
原
栄
以
智

と
い
う
七
名
で
あ
っ
た
。

歴
史
的
に
実
在
し
た
い
わ
ゆ
る
第
一
次
共
産
党
と
は
、
山
川
均
・
堺

利
彦
・
荒
畑
寒
村
に
代
表
さ
れ
る
、
後
の
「
労
農
派
」
か
ら
日
本
社
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会
党
へ
の
系
譜
、
日
本
型
左
翼
社
会
民
主
主
義
者
の
指
導
す
る
党
で

あ
っ
た
。
今
日
の
日
本
共
産
党
は
、
そ
の
「
解
党
」
の
後
に
、
ス

タ
ー
リ
ン
指
導
下
の
モ
ス
ク
ワ
製
政
策
・
規
約
を
擁
し
て
そ
の
遺
産

を
簒
奪
し
、
再
出
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
徳
田
球
一
ら
の
党
史
改
竄
を
告
発
し
た
加
藤
哲
郎
が
最
後
に

た
ど
り
着
い
た
結
論
で
あ
っ
た
。
何
年
か
前
、
こ
の
一
節
を
読
ん
だ
私
は
、

そ
の
発
言
の
余
り
の
大
胆
さ
に
驚
く
と
同
時
に
、
加
藤
の
中
に
あ
る
「
革

命
的
浪
漫
主
義
」
に
い
さ
さ
か
感
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
共
産
主

義
運
動
が
世
界
レ
ベ
ル
で
壊
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
社
会
主
義

に
息
吹
い
て
い
た
は
ず
の
社
会
民
主
主
義
の
可
能
性
を
第
一
次
共
産
党
の

中
に
懸
命
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
今
、
著
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
第
一
次
共
産
党
人
が

何
度
も
挑
ん
だ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
到
底
勝
ち
目
の
な
い
闘
い
の
全
貌
を

見
て
、
私
は
ま
た
別
の
感
動
に
と
ら
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
運
動
史
の
脱
落

者
で
あ
り
、
党
の
草
創
期
か
ら
一
貫
し
た
「
転
向
者
」
に
他
な
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
？　

そ
う
し
た
事
実
が
、
私
に
、
加
藤
の
結
論
に
対
し

て
感
じ
た
も
の
と
は
別
種
の
感
慨
を
抱
か
せ
る
。
彼
ら
の
転
向
は
、
一
九

二
九
年
の
中
野
重
治
に
少
し
ば
か
り
似
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
は

日
本
浪
曼
派
の
深
淵
を
覗
き
込
ん
だ
竹
内
好
や
橋
川
文
三
の
思
想
的
な
先

行
者
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
営
為
は
、
一
九
五
五
年
の
六
全
協
決
議

を
思
想
的
に
無
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
日
本
思
想
史
の
「
通
奏
低
音
」

（
丸
山
真
男
）
と
し
て
、
今
も
私
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
の
で
あ
る
。

�

（
神
戸
大
学
教
授
）

平
野
敬
和
著

『
丸
山
眞
男
と
橋
川
文
三

　
─
「
戦
後
思
想
」
へ
の
問
い
』

（
教
育
評
論
社
・
二
〇
一
四
年
）

河 

野
　
有 

理

一

　

先
年
物
故
し
た
赤
瀬
川
源
平
に
「
皇
紀
二
千
六
百
三
十
二
年
大
日
本
民

主
帝
国
論
壇
地
図
」
な
る
作
品
が
あ
る
。
一
九
七
三
年
の
雑
誌
『
現
代
の

眼
』
新
年
号
特
別
付
録
。
製
作
は
櫻
画
報
社
で
、「
ア
カ
イ
／
ア
カ
イ
／

ア
サ
ヒ
」
で
物
議
を
か
も
し
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を
自
主
回
収
と
休

刊
騒
ぎ
に
追
い
込
ん
だ
あ
の
「
櫻
画
報
」
の
い
わ
ば
続
編
で
あ
る
。『
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を
、
本
体
で
あ
る
櫻
画
報
を
包
む
「
雑
誌
状
の
物
」
に

過
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
無
論
、『
現
代
の
眼
』
の

方
を
「
附
録
」
と
呼
ぶ
の
が
正
確
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
櫻
画
報
は
様
々

な
媒
体
を
そ
の
「
包
装
紙
」
な
い
し
「
附
録
」
と
し
て
「
ジ
ャ
ッ
ク
」
し

つ
つ
、
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

　
『
丸
山
眞
男
と
橋
川
文
三

─
「
戦
後
思
想
」
へ
の
問
い
』
と
い
う
書

名
を
見
た
と
た
ん
、
思
い
出
し
た
の
が
こ
の
「
論
壇
地
図
」
だ
っ
た
。
真

ん
中
上
方
に
は
天
皇
一
家
が
、
そ
の
す
ぐ
右
に
は
先
年
二
月
に
帰
国
し
た

横
井
庄
一
と
、
そ
し
て
左
に
は
す
で
に
捜
索
が
始
ま
っ
て
い
た
小
野
田
寛
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